
　オガサワラシジミと
　保全活動

　オガサワラシジミはシジミチョウの
一種で、その名のとおり小笠原諸島に
生息しています（写真１）。かつては小
笠原の複数の島で見られましたが、現
在は母島でしか見られなくなってしま
いました。減少した理由として外来種、

つまり人の手によって持ち込まれた生
物の影響とされています（写真２）。
　このままいくと母島からも姿を消し
てしまうため、2005年から関係各機
関によって保全のための活動がおこな
われています。母島での保全活動は外
来種の除去や植生の回復などがおこな
われ、多摩動物公園の昆虫園では生息
域外保全の役割を担うことになりまし

た。生息域外保全のおもな目的は、生
息地以外の場所で飼育繁殖を続けてそ
の種を維持していくことです。さまざ
まなチョウを累代飼育（飼育下で繁殖
させ、世代から世代へと継続して飼育
すること）している昆虫園では、オガ
サワラシジミを卵から成虫まで育てる
ことは難しくありませんでしたが、累
代飼育に至るまでには数々の課題があ
りました。

　ファウンダーの確保

　昆虫園でオガサワラシジミの飼育を
始めるためには、まず繁殖の基礎とな
る個体（ファウンダー）を導入する必
要があります。初めの頃はメスに卵を
産ませる方法が確立しておらず、生息
地で捕獲したメスの成虫を昆虫園に持
ち込み、条件を探りながら卵を産ませ
ていました。
　その後、餌植物（後述）の条件のよ
い枝に、吹き流しという円筒形の網を
かぶせて短期間で確実に卵を産ませる
方法が考案されました。この方法によ
ってメスに産ませた卵のみを昆虫園に
持ち帰り、メスは捕獲した場所で放す
ことができるようになりました。放し
たメスはその後も野外で産卵を続ける
ことができるので、成虫を昆虫園へ持
ち込むよりも生息数への影響が少なく
なります。
　現在は枝にかぶせるのではなく、先
端につぼみを取りつけた棒を吹き流し
の中に入れて産卵させています（写真

３）。こうすると吹き流しを条件のよ
いところへ自由に持っていけるので、
効率的に産卵させることができるよう
になりました。

　飼育数を確保する餌植物

　チョウの幼虫は種によって決まった
植物を食べて育ちます。オガサワラシ
ジミの幼虫はシソ科のオオバシマムラ

サキやクスノキ科のコブガシのつぼ
みを食べて育ちます（写真４）。しかし、
幼虫が育つのに必要な量のつぼみを準
備するのが難しく、初期の頃は飼育で
きる個体数が非常に限られていました。
その後、母島での野外調査によりオオ
バシマムラサキの葉を食べている幼虫
が発見されたことから、卵から孵

かえ

った
幼虫に、最初から柔らかい新葉を与え
ればうまく育つことがわかり（写真５）、
飼育できる個体数が大幅に増えました。

　交尾の試み

　最後に残ったのが次世代につなげる
こと、つまり交尾をさせることでした。
採卵で使用したような吹き流しや網で
できたテント、小さな温室などさまざ
まな大きさの空間に放したり、温度や

日当たり、湿度などの条件を変えてみ
たりしましたが、ほとんどうまくいき
ませんでした。
　飼育の取り組みを始めた2005年か
ら、およそ１年に１回のペースで母島
からファウンダーを持ち込み、昆虫園
でオガサワラシジミの飼育をしていま
したが、2013年までのあいだに交尾
が成立したのは、偶然的に吹き流し内
で交尾するなど２例のみだったのです。

　足立区生物園へ

　失敗続きで交尾方法が見出せないな
か、足立区生物園にあるチョウを放し
飼いにしている大温室がオガサワラシ
ジミの交配に適しているのではないか、
という提案があり、試験的に使わせて
もらう話をいただきました。オガサワ
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写真４／オオバシマムラサキのつぼみ。写真
中央につぼみと同じ色の幼虫がいます

写真５／葉を食べる幼虫。葉を与えると緑色
になることが多い

写真１／オガサワラシジミの成虫オス。翅を開いたときに現れる
青い色は、見る角度により異なって見えます

写真３／吹き流しで採卵するようす。棒の先端（丸で囲んだ部分）
にはつぼみが取りつけられており、その近くでオガサワラシジミの
メスが卵を産みつけています

写真２／外来種グリーンアノール。小笠原に
生息する昆虫類が捕食され、減少しています

    ［多摩動物公園］

 オガサワラシジミの
 累代飼育にたどりつくまで
    石 島 明 美



ラシジミは樹冠部を飛翔するので多摩
動物公園の昆虫園にある大温室でもよ
さそうですが、なぜ足立区生物園のほ
うがよいのでしょうか。
　まず１つが、温室の大きさが程よい
ことです。多摩動物公園の大温室は面
積が1,000m2 ほどあり、小さなチョ
ウだと行動を追い切れず見失ってしま
います。足立区生物園の大温室は半分
ほどの面積なので、見失わずに行動観
察ができます（写真６）。
　もう１つは温室の天井近くに管理通
路があることです。温室側面の天井に
近い高さのところに人が歩ける作業用
の通路があり、ぐるっと１周できるよ
うに設置されています。多摩の昆虫園
の大温室は曲面が多いこともあり、高
いところを歩ける通路がありません。
　オガサワラシジミは明るいところを
目指して飛んでいく習性があり、一番
明るい天井付近へ行って降りてこない
場合があります。そのようなときも、
天井近くに通路があれば捕獲して下へ
下ろすことができますし、放した個体
を試験終了時に回収することも容易に
なります（写真７）。
　このような理由で、今までおこなっ
てきた交配の方法とは異なることを試
すことができると考え、足立区生物園
で交尾試験を実施させていただくこと
になりました。試験場所を提供してい
ただいた足立区生物園の皆様には、こ
の場を借りて厚くお礼申し上げます。

　交尾試験大作戦

　ところでオガサワラシジミは野外で
はどのようにして交尾するのでしょう
か？　観察例によると、オスは木の梢
の葉の上でテリトリー（縄張り）をつ
くり、通りかかるメスを見つけると飛
び立ち追いかけます。メスに追いつく
と近い距離を保って一緒に飛翔したあ
と、適当な葉の上に降り立ちます。そ
の直後、オスが腹部の先端の交尾器に
あるフックのようなものでメスの交尾
器をしっかりつかむと交尾成立となり
ます。このような野外での繁殖行動を
参考に交尾試験の作戦を立てました。
　まず、餌を十分に与えたオスを温室
に放して中の環境に慣れさせ、テリト
リーを張るのを待ちます（写真８）。天
井のほうへ行ってしまった個体は捕獲
し、温室の下のほうから再び放します。
　メスは餌を与えるのを控えてお腹が
すいた状態にし、長い棒の先に取りつ
けた花にとまらせます。お腹がすいて
いるメスは夢中になって花の蜜を吸う
ので、棒を動かしても逃げません。こ
のメスがとまった棒をテリトリーを張
っているオスの近くまで持っていき、
別の棒で刺激を与えてメスを飛び立た
せます（写真９）。うまくいけばメスが
飛んだのに気づいたオスは後を追いか
け、うまくいけば葉の上に雌雄が降り
立ち、さらにうまくいけばオスがメス
を交尾器でつかまえて交尾成立するは

ずです。
　2014年10月に母島から卵を昆虫
園に持ち帰って飼育し、11月には羽
化が始まったので足立区生物園へオガ
サワラシジミを持ち込み、試験開始で
す。実施するにあたり、行動を観察す
る人、オスとメスを引き合わせる人、
温室上部でシジミを捕獲する人、記録
する人などの役割分担を決め、10名
を超える人数で臨みました。

　作戦の結果

　実際におこなってみると、少数のオ
スしかテリトリーを張らなかったり、
飛び立たせたメスにオスが気づかな
かったり、オスがメスを追いかける際
にメスが木の茂みの中に入ってしまい、
オスが見失ってしまったり、失敗が
続きました。それでも回数を重ねるう
ちに惜しいところまでいくこともあり、
ついに試験開始４日目と５日目に１ペ
アずつ交尾が成立しました。
　試験後、交尾したメスからは無事に
有精卵が得られ、その卵の世代が羽化
した2015年の３月に再び足立区生物
園で交尾試験を実施しました。結果か
らいうと、この世代の交尾は成立しま
せんでした。前回のときは連続した日
程で実施したので、温室の環境に日を
追うごとに慣れていくようすが感じら
れましたが、このときは週に１回で合
計３回の実施だったので、オガサワラ

シジミが中の環境に慣れることがうま
くできなかったためと推察されました。

　新しい施設をつくる

　2015年も10月に母島で採卵し、
足立区生物園で交尾試験をおこなわせ
ていただくことになりました。前年う
まくいったときのように連続した日程
で試験をおこない、３ペア成立しまし
た。そして次の世代も連続した日程で、
足立区生物園で交尾試験をおこないま
したが、交尾は成立しませんでした。
　このときのうまくいかなかった理由
ははっきりしなかったのですが、「惜
しい」場面は何回かあったので、個体
の状態をきめ細やかに観察したり、オ
スとメスの引き合わせ回数を増やした
りすることができればうまくいくので

はないかと考えられました。
　そして2016年３月、足立区生物園
での結果と観察をもとに、昆虫園に交
尾試験をおこなうビニールハウスを建
てることになりました。交尾前の飛翔
は水平方向に移動することが多いこと
や、放した個体の回収を容易にするた
めに、高さよりも広さを重視しました。
ハウスの大きさは建設予定場所にぎり
ぎり建てられる広さである間口6.0ｍ、
奥行き6.5ｍ、高さ３ｍとしました（写

真10）。
　オガサワラシジミがビニール内側の
結露に張りつかないように、また、ハ
ウスの骨組みの隙間に入り込まないよ
うに、内側全面に網を取りつけました。
中にはオオバシマムラサキの鉢植えを
並べ、側面や鉢植えを置いた棚には作
り物のグリーンカーテンを取りつけ、

オガサワラシジミが活動する樹冠部の
雰囲気に少しでも近づけるようにしま
した（写真11）。

　ビニールハウスでの実施

　羽化した個体は毎日ビニールハウス
内に放し、中の環境に慣れさせるよう
にしました。この狭さでオガサワラシ
ジミがうまく飛ぶことができるか不安
もあったのですが、徐々に花の蜜を吸
いに来るようになりました。オスは３
日ほどで鉢植えのオオバシマムラサキ
の葉の上などでテリトリーを張るよう
になり、追尾飛翔も見られるようにな
りました。この段階まで来たら、メス
を花にとまらせてオスの前で飛ばすこ
とを繰り返していきました。
　結果、９ペアの交尾が成立しました
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写真８／テリトリーを張るオス写真７／天井近くの作業通路で、放した個体を捕獲するようす

写真11／ビニールハウス内部

写真６／足立区生物園の大温室内部 写真９／メスを飛ばすところ。下から伸びている棒（メスが先端に
いる）を、右から伸びている棒で叩いてメスを飛ばします

写真10／新しく建設したビニールハウス



（写真12）。この世代のメスの数は９個
体だったので、すべてのメスが交尾し
たことになります。2005年にオガサ
ワラシジミの飼育に取り組み始めてか
ら、2015年までのあいだの交尾成立
数が７例だったことを考えると、想定
外の好成績となりました。採卵から幼
虫の生育も順調で、羽化したこの世代
の交尾も複数成立しました。
　これで初めて２世代目以降の交尾が
成立したことになり、その後も順調に
世代を重ね、2017年10月で１年間
の継続飼育を達成しました。

　方法の改良

　繁殖行動を観察していくうちに、交
尾が成立するときはオスがメスを追尾
する距離が短いことが多いと気がつき
ました。もしかすると、より狭い空間

でも交尾が可能かもしれません。ハウ
ス内に取りつけた網の範囲を小さくす
ることができれば、観察や個体の回収
に人手がかからなくなります。
　そこで3.5ｍ四方の蚊帳型の網の部
屋をビニールハウスの中に設置し（写

真13）、その中で交尾をさせることに
したところ、それまでと変わりなく繁
殖行動がみられました。今までより狭
い範囲にしたことによりオスが自力で
メスを見つけやすくなり、人がオスの
前にメスを持っていくことが不要にな
りました。

　「保険をかける」

　オガサワラシジミの産卵～孵化～羽
化～交尾～産卵のサイクルは２か月ほ
どです。昆虫園で飼育している他の昆
虫と比べてもかなり短い部類に入りま

す。寿命が短いということは繁殖を成
功させなければならない期間が短いこ
とになり、繁殖に失敗するとすぐに飼
育が途絶えてしまうことになります。
　こうした世代の短さに対する「保険」
として、飼育のグループを２つに分け
て飼育を始めました。仮に片方のグル
ープが絶えてしまっても、もう一方の
グループで飼育を継続できるようにす
るためです。グループを２つにするに
は幼虫の餌のオオバシマムラサキが２
倍必要になりますが、栽培スペースを
これ以上増やすのは難しいため、片方
のグループは人工飼料で幼虫を飼育す
ることにしました（写真14）。人工飼料
での飼育は過去に飼育してきたなかで
テストしていたので、累代飼育の早い
段階でグループを分けることができま
した。２つのグループで、羽化や交配
させる時期が重ならないほうが不測の
事態に備えやすいので、飼育温度を調
節しながら飼育しています。

　これから

　2016年10月から飼育を開始した
個体群は、2018年３月の時点で第８
世代まで続いています。母島でメス２
個体に産ませた卵からスタートし、そ
の後は野生由来の個体とは交配してい
ないため、今後は新しい遺伝子を導入
する必要があります。
　現在のところ、昆虫園で育てたオガ
サワラシジミを生息地へ導入する予定
はありませんが、生息域外保全の目的
には、飼育していくなかで得られた知
見や技術を生息地の保全に活かすこと
も含まれます。昆虫園での累代飼育が
母島での保全活動に役立てるよう、今
後も飼育法の改良や知見の収集に努め
ていきたいと考えています。
※オガサワラシジミは非公開施設で飼育
しています。

（いしじまあけみ／多摩動物公園昆虫園飼
育展示係）
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写真12 ／交尾ペア（左がメス、右がオス）。翅の「J」の文字（丸で
囲んだ部分）は個体識別のマーク

写真13／改良網室 写真14／人工飼料を食べる幼虫


